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NHK放送技術研究所（技研）は、放送技術分野を専門とす
るわが国唯一の研究機関として、また、公共放送NHKの一員
として、わが国の放送技術を先導して豊かな放送文化を築くた
めに、研究開発の立場から貢献するという役割を担っています。

2012年3月31日に東北3県（岩手・宮城・福島）の地上アナロ
グ放送が終了し、2011年7月24日に終了した他の地域の地上ア
ナログ放送およびBSアナログ放送と併せ、全国でデジタル放
送への移行が完了しました。放送は新しい時代を迎えています。

技研では、放送を取り巻く環境が日々変化する中、現在のデ
ジタル放送を育み、成熟させるとともに、さらなる放送の進化
を目指し、研究開発を進めています。直近の経営課題を解決す
るための研究から、次の時代の新しいサービスを創造するため
の長期的研究まで、また、人間の生理、デバイスからシステム
まで、幅広い研究開発を進め、新時代の放送にふさわしい技
術基盤を構築していきます。

2011年度は、NHKの2009年度からの3か年経営計画の最終
年として、経営計画の方針で述べられた「放送・通信融合時代
を先導する技術の研究・開発を推進します」のもと、多岐にわ
たる研究を推進しました。直近の課題を解決する研究としては、
放送通信融合の新しいサービスや端末を開発するための研究、
そして長期的には、将来の新しいメディアを目指すスーパーハイ
ビジョンや立体テレビの研究、そしてそれらを支える基盤技術
の研究を進めています。また、諸外国の放送機関や研究機関
との連携を深め、多様な共同実験や研究成果の国際展開を図
りました。

本年報が、NHK放送技術研究所の研究開発活動を理解し
ていただく一助として、またあらたな研究開発の連携関係の構
築や、私どもの研究開発成果を活用していただくうえで、お役
に立てれば幸いです。

今後も変わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上
げます。


